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1.はじめに 

Tegakitous.DB とは 

本アプリケーションソフト（以下 Tegakitous.DB）は、デジタルノートパッドに記入した手書きデータ

をパソコンに取り込み、自動でテンプレートの認識・文字変換を行いデータベース化/CSV 出力するソフ

トウェアです。 

 

システム必要条件 

USB1.1 以上の USB コネクタを備えた PC/AT 互換機 
パソコン環境 

Windows 7 / VISTA / XP 

必要ソフトウェア 
Microsoft Framework 2.0 

PDF 表示/印刷ソフト（Adobe Acrobat Reader など） 

対応デジタルノートパッド Technote TN-A442/401（A4対応）/ TN-A501（A5対応） 

 

注意事項 

・本ソフトウェアのインストールは、必ず管理者（Administrator）権限にて実行してください。 

・本ソフトウェアのインストール前に、Windows のアップデートを行っておいてください。 

・ご利用いただくパソコンに Microsoft .NET Framework 2.0 がインストールされていないときは、

Tegakitous.DB のインストールと同時に Microsoft .NET Framework 2.0 もインストールされます。 

・Microsoft .NET Framework 2.0 をインストールした場合は、本ソフトウェアを起動する前に Windows

のアップデートを行い Service Pack や修正プログラムをアップしておいてください。 

 

商標情報 

“Technote”および“TN-A501 / TN-A442/401”は有限会社海連、スリーエーシステムズ有限会社、ポ

トス株式会社の登録商標です。 

“Tegakitous”は株式会社ルービックの登録商標です。 

“Microsoft”と“Windows”はマイクロソフト株式会社の登録商標です。 

“Pentium”はインテル株式会社の登録商標です。 

“Adobe”と“Acrobat”はアドビ・システムズの登録商標です。 

他のすべての商標はそれぞれの所有者が保持する商標です。 

 

著作権表示 
本書に含まれる内容のすべては有限会社 海連が著作権を有しています。 

本書に含まれる内容の全体もしくは一部を、無断で複製、あるいは頒布する行為を 

一切禁じます。 

注：このマニュアルの中で言及された仕様書は予告なしに変更の対象です。 
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2.Tegakitous.DBの特徴と運用について 

 

Tegakitous.DB の特徴 

・ デジタルノートパッドをパソコンに接続するだけで転送ソフトが起動し、簡単にデータベースに登

録できます。 

・ 自動テンプレート認識 / 自動位置補正機能を搭載しています。 

・ 複数枚つづりのテンプレートに対応できます。 

・ CSV 出力データを設定可能。複数ページのデータ結合も可能です。 

・ 書き順まで記憶している事で、高い文字認識率になります。「○囲み」「レ点」の選択も正確に認識

します。 

・ デジタルノートパッドで記入した文書をスキャンイメージとして出力可能です。 

・ スキャンイメージの内容を見ながらデータの修正ができます。 

・ データベース機能を搭載しているので、検索や出力などが簡単にできます。 

 

運用のご提案 

Tegakitous.DB とデジタルノートパッドの組合せは、これまでの作業手順を変更せず、手書きデータを

迅速に入力することができます。手書きでの作業が効率的な以下のような作業に効果を発揮します。 

 

・ビルメンテナンス・警備業務向けシステム  

誰でも簡単に記入できるデジタルノートパッドを利用することで、簡単かつ正確に作業内容/確認内容

を記録できます。また自動変換・自動転送できますのでパソコンでの余計な操作は必要ありません。 

  

・病院・医療スタッフ向けシステム  

問診表自動集計ソリューション 医療制度の改定により、初回診療の際の問診表の記入が義務化されつ

つある昨今、手書きの問診表の入力を効率的に行い、データの管理ができます。  

 

・機材・部品製造業/FA 向けシステム  

検査成績書集計・保管ソリューション 作業現場で記入する手書きの検査報告書をイメージデータとテ

キストデータとしてデータベース化できます。 業務の効率化と社内管理体制の強化を実現します。  

 

・展示会・製品リサーチ向けシステム  

手書き文字だけでなく、レ点や丸囲みなどの選択項目も設定どおりに集計することができます。再入力

や集計にかかる時間を短縮し業務の効率化ができます。  

 

・申込受付・保管システム  

顧客が記入する様々な手書きの申込書のデータエントリーを効率化することができます。再入力や集計

にかかる時間を短縮し業務の効率化ができます。  
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3.Tegakitous.DBの運用の流れ 

 

 

① 定型テンプレートの準備 

定型テンプレートをWordやExcelなどで作成し、PDFファイルで保存します。  

既存のテンプレートをスキャナで取り込み、PDF で保存しても使用できます。 

 

 

② 項目属性定義ファイルの作成（有料サービス） 

ご用意頂いた PDFテンプレートに項目属性と CSVデータを出力する際の項目

値を定義します。弊社にて作成した設定ファイルを簡単に導入運用できま

す。 

詳しくは info@kairen.co.jp までお問い合わせください。 

 

 

③ 定型テンプレートの印刷 

作成された定型テンプレートの印刷を行います。 

普段使っているプリンタで普通紙に印刷できます。 

 

④ 定型テンプレートへの記入 

印刷した定型テンプレートをデジタルノートパッドにセットして、専用ペン

で情報を記入します。 

 

 

 

 

⑤ 記録したデータの転送 

デジタルノートパッドをパソコンに接続します。 

自動的にデジタルノートパッドのデータを確認し、テンプレートの割当、グ

ループ仕訳、文字変換を行います。 

 

 

⑥ 手書きデータの確認 

実際に記入されたデータを確認しながら変換を行います。 

 

 

⑦ 出力データの活用 

出力された CSV データを加工してデータの整理や分析が可能です。 

また、ご利用中のソフトに合わせた CSV を出力できますので、CSV 一括取り

込みでの活用も可能です。 

→P.23参照 

→P.10参照 

→P.14参照 

→P.1６参照 
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4.アプリケーションのインストールと設定 

 

ソフトウェアのインストール 
※必ず管理者（Administrator）権限にてインストールを行ってください。 

・アプリケーション CD を CD-ROM ドライブのトレイに挿入します。 

アプリケーション CDの内容が自動的に読み込まれて「セットアップウィザード」が起動します。 

 

・USB メモリやダウンロードして本ソフトウェアを利用する場合は、ソフトが収納されているフォル
ダを開き、フォルダ内の「setup.exe」を実行してください。 

 

 

表示された内容を確認して[次へ（N）＞]をクリックします。 
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・Tegakitous.DB のインストール先を指定します。 

デフォルトのインストール先は、「C:¥Program Files¥Lubic Corporation￥Tegakitous DB Manager¥」

になります。インストール先を変更する場合は[参照（R）]をクリックして、インストールするフォル

ダを選択します。 

 

※使用するユーザにチェックを入れてください。 

・インストールの確認 

表示された内容を確認して[次へ（N）＞]をクリックします。 

 

・インストールの完了 

自動的にインストールが完了し、メッセージが表示されます。 

表示された内容を確認して[閉じる（C）]をクリックします。 
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アプリケーションの起動 
本プログラムは、インストール時にスタートアップに登録されます。 

PC 起動時に自動で、常駐して実行されます。 

 

タスクトレイのアイコンを右クリックして、ポップアップメニューから「データ取得表示」を選択する

か、アイコンをダブルクリックすると「手書きデータ取込み」ウインドウが表示されます。 

 

 

アプリケーションの終了 
 

本アプリケーションは常駐型になりますので、メイン画面右上の  ボタンをクリックしても終了され

ず、タスクトレイに格納されます。 
本アプリケーションを終了する際は、タスクトレイのアイコンを右クリックして、ポップアップメニュ

ーから「終了（X）」を選択してください。 
 
終了確認メッセージが表示されるので、[はい]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常駐アイコン 

常駐アイコンを右クリックでメニューが表示されます。 
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テンプレートパックの導入 
テンプレートパックを追加導入することで、普段ご利用になっているテンプレートを簡単に登録するこ

とが出来ます。 

テンプレートパックを導入していない場合は、用紙のサイズ、縦横の向きにより汎用のメモ用テンプレ

ートが適用され、メモ録としてご利用なれます。 

 

※テンプレートパックは別売になります。 

ご用意頂いた PDF テンプレートに項目属性と CSV データを出力する際の項目値を定義します。 

弊社にて作成した設定ファイルを簡単に導入運用できます。 

詳しくは info@kairen.co.jp までお問い合わせください。 

 

手順１ 

お使いになる TemplatePack.PAK を「ドキュメント」フォルダもしくは任意の場所に保存し、保存場所

をメモしておいてください。 

本ソフトの次の手順よりテンプレートパックを導入できます。 

「ヘルプ（H）」＞「バージョン情報（V）」を選択しバージョン情報画面を表示します。 

 

 

 

手順２ 

バージョン情報画面にて「追加パック導入」をクリックします。 

 

手順３ 

ファイル読込ダイアログにて【TemplatePack.PAK】を選択します。 

TemplatePack.PAK が保管された場所にたどって指定してください。 

 

※拡張子が.PAK のファイルがテンプレートパックになります。 

 

手順４ 

選択された追加パックのテンプレートデータがデータベースに自動で登録されます。 

登録されたテンプレート定義は、「Tegakitous.DB Manager」にて確認できます。 

 

 



 9 

5.メイン画面 

画面説明 

 

①ツールバー：「再読込み」「自動テンプレート割当」「データ変換」「Tegakitous.DB Manager」を実行

できます。 

②[Note/変換結果]タブ：変換前/変換後のデータを切替え表示します。 

③[再読み込み]ボタン：手書きデータの再読込みを行います。 
④「手書きデータファイル表示領域」：手書きデータファイルがリスト表示されます。 

⑤[自動テンプレート帳票割当]/[手動帳票割当]ボタン：登録してあるテンプレートの割当を行います。 
⑥[チェックを選択][選択を解除]： 

⑦「テンプレート割当済みファイル表示領域」：テンプレート割当を行った手書きデータファイルがリ

スト表示されます。 

⑧[ユーザ選択]パネル：取り込みを行うユーザを選択できます。 

⑨[データ変換]ボタン：手書きデータの文字変換/データベース登録を行います。 
 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 
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手書きデータの取り込みとテンプレートの認識 
手書きデータの取り込み（自動処理モード） 
① デジタルノートパッドを USBケーブルで PC に接続すると、デジタルノートパッドに保存されている

手書きデータファイルの一覧が表示されます。 

※ ＵＳＢメモリなどを接続した場合、メモリの容量に

よって確認ウインドウが表示されます。 

 

 

そのまま実行する場合は[はい]、後からフォルダを指定する場合は[いいえ]をクリックしてください。 

② 記録されているテンプレート ID の自動識別が始まり、手書きデータファイルにテンプレートの割当

が行われます。 

※ テンプレートパックを導入していない場合は、用紙のサイズ、縦横の向きにより汎用のメモ用

テンプレートが適用されます。 

 

③ 認識されたテンプレート ID を基に、手書きデータの自動変換処理が実施され、変換されたデータが

データベースに保存されます。 

※ 保存されたデータは「変換結果」タブまたは、「Tegakitous.DB Manager」で確認・修正ができ

ます。 

 

オプション設定を変更することで、データの取り込みから変換までの行程を、手動で確認しながら

行うことができます。（インストール直後はデフォルトで自動処理モードに設定されています） 

※ テンプレート ID が認識できなかった手書きデータファイルは「手書きデータファイル表示領

域」に残ります。 

 

手動でテンプレートを設定して変換を行ってください。 

 

●手動モードの設定 

メニューバーの「ツール（T）」から「オプション（O）」を選択します。 

 

オプション設定ウインドウが表示されるので「その他」タブをクリックします。 
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「自動変換」の左側にあるチェックボックスをクリックして、選択を解除します。 

 

手書きデータの取り込み（手動モード） 
① デジタルノートパッドを USBケーブルで PC に接続すると、デジタルノートパッドに保存されている

手書きデータファイルの一覧が表示されます。 

 

※ 「再読み込み」ボタンを使って、フォルダを指定して対象フォルダに格納されている手書きデータ

ファイルの一覧を表示することもできます。 

 

② 一覧表示されている手書きデータファイルに、テンプレート IDの検索、割当を行います。 

手書きデータファイルの一覧が表示されると、「テンプレート ID の確認」メッセージが表示されます。 

 

「はい（Y）」を選択することでテンプレート ID の割当処理が行われます。 

デジタルノートパッドに保存されて

いる手書きデータファイルの一覧が

表示されます。 
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「いいえ（N）」を選択するとテンプレート IDの割当処理は行われません。手動でテンプレート ID を割

り当ててください。 

テンプレート IDの手動割当方法 
テンプレート ID の割当を行う手書きデータファイルに対して一覧画面でチェックをオンにします。 

ファイルを右クリックしてポップアップメニューから「手動帳票割当」を選択します。 

 

割当てを行うテンプレートを選択し「OK」をクリックします。 

   

「代入」ボタンをクリックするとテンプレートで初期設定された位置補正値が適用されます。 

テンプレートを自動的に割り当てたデータ

は、「テンプレート認識済みデータファイル

表示領域」に移動され、変換待ち状態にな

ります。 

テンプレート ID を認識できないデータや、

ID が登録されていないテンプレートは「デ

ータファイル表示領域」に残って表示され

ます。 
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手書きデータの確認 
手書きデータファイルの一覧画面でファイルをダブルクリックすると、手書きデータプレビュー画面が

表示されます。 

 

▼テンプレート ID を割当てていない場合         ▼テンプレート IDを割当てている場合 

  

・ 手書きの内容を確認することができます。 

・ 手書きデータとテンプレートの位置がずれてしまっている場合は、メニューバーの直下にある[横方

向][縦方向]に数値（mm）を入力して位置の補正ができます。 

・ 「ファイル」＞「イメージ保存」で表示されている手書きデータを画像として保存できます。 

 

手書きデータの変換 

「データ変換」ボタンをクリックすることで、一覧表示されているファイルを文字変換します。 

この時変換を行った「ユーザ ID」「ユーザ名」を選択することができます。 

 

※ 「ユーザ ID」「ユーザ名」に値を入力した際、データベースに登録されていないユーザの場合、デ

ータベースへの登録のメッセージが表示されます。 

「はい」をクリックすると、入力された「ユーザ ID」「ユーザ名」がデータベースに登録されます。 

※ 変換されたデータは「変換結果」または「Tegakitous.DB Manager」の画面から修正をすることがで

きます。 

修正方法については【P.14】をご参照ください。 

 

 




